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審議案件 

第１ 報告第１号 専決処分報告について（大仙市税条例等の一部を改正する条例の一

部を改正する条例） 

第２ 議案第１号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

第３ 議案第２号 大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

第４ 議案第３号 大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正す

る条例の制定について 

第５ 議案第７号 平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第６号） 

第６ 議案第８号 平成２７年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

第７ 議案第９号 平成２７年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
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午前１０時３５分 

【開会】 

○委員長（佐藤清吉） おはようございます。 

早速ですが、ただいまから、総務民生常任委員会を開会いたします。 

審査にあたっては、お手元に配付の審査日程表のとおり、審査を行いますので、よろ

しくお願いいたします。 

なお、正確な会議録作成のため、発言は、マイクのスイッチを入れてからお願いいた

します。 

 

【部長あいさつ】 

○委員長（佐藤清吉） 審査に入る前に当局からあいさつをいただきたいと思います。 

はじめに佐藤総務部長、お願いいたします。 

○総務部長（佐藤芳彦） 改めまして皆様、おはようございます。 

委員の皆様におかれましてはお忙しい中、委員会を開催していただきまして誠にあり

がとうございます。 

今次臨時会におきまして総務部関係の案件としましては、条例案が３件、補正予算案

が１件、そして専決処分報告が１件の、合わせて５件でございます。 

内容につきましてはこの後、それぞれの担当課長から説明していただきますが、皆様

におかれましては、各案件につきまして、よろしくご審議をお願い賜りますよう、お願

い申し上げまして、挨拶としたいと思います。以上であります。 

○委員長（佐藤清吉） 次に髙階市民部長、お願いいたします。 

○市民部長（髙階仁） おはようございます。 

今次、臨時会の総務民生常任委員会におきましてご審議をお願いいたします、市民部

関係の案件でございますけれども、一般会計補正予算、国民健康保険事業特別会計補正

予算、後期高齢者医療特別会計補正予算の３件となっております。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

なお、佐藤国保年金課長でございますけれども、忌引でございまして、説明の方は私

からさせていただきますので、併せてよろしくお願い申し上げます。以上です。 

○委員長（佐藤清吉） はい、ありがとうございました。 

これより、当委員会に付託された事件について審査いたします。 
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なお、説明は、座ったままで結構でございます。 

 

【報告第１号】 

○委員長（佐藤清吉） はじめに、報告第１号、「専決処分について（大仙市税条例等の

一部を改正する条例の一部を改正する条例）」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。久保江次長。 

○次長兼税務課長（久保江信晴） それでは、ご説明させていただきます。 

資料№１、議案書１ページを、ご覧願います。 

報告第１号「大仙市税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例」の「専決

処分報告」であります。 

次に２ページを、ご覧願います。 

専決第４号「専決処分書」であります。 

次に３ページを、ご覧願います。 

大仙市条例第３８号「大仙市税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例」

を、平成２７年１２月２８日に公布し、同日から施行しております。 

このことにつきましては、「地方税法施行規則の一部を改正する省令等の一部を改正

する省令」が、平成２７年１２月２５日に公布され、同日から施行されております。 

この改正省令は、平成２８年１月１日に施行する省令の一部を改正するもので、本市

税条例においても省令の施行に合わせ、平成２８年１月１日以前に同様の改正を行う必

要があったことから、地方自治法第１７９条第１項の規定により、「大仙市税条例等の

一部を改正する条例」を改正することについて、専決処分させていただきましたので、

同条第３項の規定により議会に報告し、ご承認をお願いするものでございます。 

なお、この改正による「税制の変更」は、ございません。 

改正の主な内容につきまして、ご説明申し上げます。 

なお、改正条文につきましては割愛させていただき、改正要旨について、ご説明させ

ていただきますので、ご了承願います。 

今回の見直しは、上段の「大仙市税条例第５１条第２項各号」の改正につきましては

「市民税の減免」について、でございます。 

また、下段の「大仙市税条例第１３９条の３第２項第１号」の改正につきましては「特

別土地保有税の減免」についてであり、いずれも国税と同様に個人番号の利用に係る手
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続きの見直しを行うものであり、申告等の書類を提出した際に、既に個人番号を記載し

ている場合において、その後、賦課された「市民税」又は「特別土地保有税」の減免申

請を行う場合は、当該申請書類への個人番号の記載を不要とするものでございます。 

以上ご説明いたしましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますようお願いいた

します。 

○委員長（佐藤清吉） 説明が終了いたしました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 質疑が無いようでございますので、質疑をこれで終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 

本件は「承認」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本件は、承認すべきものと決しました。 

 

【議案第１号】 

○委員長（佐藤清吉） 次に、議案第１号、「大仙市一般職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。伊藤次長。 

○次長兼総務課長（伊藤義之） 議案第１号、大仙市一般職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げます。 

議案書の４ページから１８ページまでとなります。 

本件につきましては、平成２７年８月６日の人事院勧告の内容で国家公務員の一般職

の給与に関する法律が改正されましたので、これに倣い改定するものでございます。 

５ページをお願いいたします。 

まず見出し第１条について、でございますけれども、１点目が、第７条は、医師に支

給しております初任給調整手当の支給月額の最高額を９００円引き上げ３６万７，６０

０円とするものでございます。 
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２点目は、第２６条ですけれども、勤勉手当について、再任用職員以外について１２

月期の支給割合を０．１か月分引上げ０．８５か月分とし、再任用職員については、０．

０５か月分引上げ０．４０月分とするものでございます。 

３点目は、別表でございますけれども、行政職給料表など条例で定めております４給

料表について改定するもので、行政職給料表で平均０．４％引き上げ、その他の給料表

についてもこれに準じて改定するものでございます。 

次に、１８ページをお願いいたします。 

見出し第２条でございますけれども、第２６条で、見出し第１条で０．１か月引き上

げました勤勉手当につきまして、６月期と１２月期にそれぞれに０．０５月分ずつ振り

分け、同じように再任用職員についても０．０２５月分ずつ振り分けるものでございま

す。 

附則におきまして、施行期日を、見出し第１条につきましては、公布の日に施行し、

平成２７年４月１日から適用することとし、見出し第２条は、平成２８年４月１日に施

行するものでございます。 

以上、ご説明申しあげましたが、よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（佐藤清吉） 説明が終了いたしました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 無いようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 

本件は「原案のとおり可決」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本件は、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

【議案第２号・３号】 
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○委員長（佐藤清吉） 次に、議案第２号、「大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例の制定について」及び、議案第３号、「大仙市長及

び副市長の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例の制定について」は、人

事院勧告に関する改正議案で関連がありますので、会議規則第９６条の規定により、一

括議題といたしますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 異議なしと認め、本２件を一括議題といたします。 

当局の説明を求めます。伊藤次長。 

○次長兼総務課長（伊藤義之） 議案第２号、大仙市議会議員の議員報酬、費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例の制定について、並びに議案第３号、大仙市長及び副

市長の給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例の制定についての２件につき

ましては、改正内容が同じでございますので併せてご説明させていただきます。 

議案書の１９ページから２２ページになります。 

本案も国家公務員の給与改定に倣い、議会の議員並びに市長、副市長、教育長及び監

査委員の１２月期の期末手当の支給割合を０．０５月分引上げ１．６７５月分とするも

のです。 

また、２８年度以降につきましては、６月期と１２月期に０．０２５月分ずつ振り分

け、６月期は１．５か月分、１２月期は、１．６５か月分とするものでございます。 

これらの施行は、公布の日から施行しまして、平成２７年４月１日から適用すること

とし、平成２８年度以降の改正につきましては、平成２８年４月１日から施行するもの

でございます。 

以上ご説明申し上げましたが、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○委員長（佐藤清吉） 説明が終了いたしました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 無いようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 
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本２件は「原案のとおり可決」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本２件は、原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

【議案第７号】 

○委員長（佐藤清吉） 次に議案第７号、「平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第６

号））」を議題といたします。 

当局の説明を求めます。はじめに伊藤次長、お願いします。 

○次長兼総務課長（伊藤義之） 議案第７号、平成２７年度一般会計補正予算（第６号）

のうち、総務課関係について、説明させていただきます。 

資料№２の補正予算書は１９ページが特別職、２０ページが一般職の給与費明細書に

なります。また、資料№２－１事業説明書は１ページから２ページまでとなっておりま

す。 

始めに一般職の職員人件費について、ご説明いたします。 

事業説明書１ページにも記載してございますが、職員数につきましては、再任用職員

も含めまして当初予算と比較し、５人少ない７７９人となっております。 

給与費の主な増減理由につきましては、給与改定の所要額のうち給料につきましては、

５３４万５千円、期末勤勉手当につきましては、２，７８６万円となっております。 

現在、一般行政職における平均給料月額は、３０９，１４７円となっておりますが、

今回の給料表の改定によりまして１，４０９円増額となりまして、平均年齢４３歳３か

月で３１０，５５６円となります。 

その他、給与改定による時間外手当や地域手当への跳ね返りや人事異動や共済組合負

担金の負担率の変更などによる所要額が５，６９１万７千円となっておりまして、総務

課所管分といたしましては、併せて９，０１２万２千円の補正額となっております。 

なお、補正予算書２０ページの給与費明細につきましては、臨時福祉給付金に係る事

務費として１６万４千円が時間外手当に含まれて計上しておりますので、合計の比較欄

の上段のカッコ内と下段の金額を差引いたしますと９，０２８万６千円の補正額となっ

てございます。 

次に、補正予算書１９ページに戻りまして、特別職について説明させていただきます。 
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期末手当の支給率を０．０５月分加算し、それぞれ１．６７５月分とし、市長及び副

市長においては、２５万４千円、代表監査委員の人件費においては８万５千円、それぞ

れ増額となります。 

なお、議員の条例改正における所要額は、５８万９千円となっておりますけれども、

昨年８月細谷議員がお亡くなりになりましたが、その分、減額しておりませんでしたの

で、今回は、補正を行わなくとも原資は確保できているものであります。 

資料２－１の事業説明書２ページをご覧いただきたいと思います。 

今回の給与改定や人事異動に伴う補正額は、全会計で、７，３１０万６千円となりま

す。 

以上、総務課関係の補正予算についてご説明申し上げましたが、よろしくお願い申し

上げます。以上でございます。 

○委員長（佐藤清吉） 次に、髙階市民部長。 

○市民部長（髙階仁） 議案第７号、平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第６号）の

うち、国保年金課所管分についてご説明いたします。 

補正予算書の１１ページをお開き願いたいと思います。 

３款、民生費、１項１目９０事業、国民健康保険事業特別会計繰出金、２９８万８千

円の減額補正であります。 

内容といたしましては、給与改定及び人事異動等に伴い、国民健康保険事業特別会計

における、職員８名分の人件費が減になったことによるものであります。 

次の１２ページをお開き願います。 

４款、衛生費、１項１４目９０事業、後期高齢者医療特別会計繰出金、７６８万８千

円の減額補正であります。 

内容といたしましては、給与改定及び人事異動等に伴い、後期高齢者医療特別会計に

おける、職員３名分の人件費が減になったことによるものであります。 

以上、国保年金課所管の一般会計補正予算の説明でありますが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願いいたします。以上です。 

○委員長（佐藤清吉） はい、説明が終了いたしました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 無いようですので、これをもって質疑を終結いたします。 
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これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 

本件は「原案のとおり可決」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本件は、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 

【議案第８・９号】 

○委員長（佐藤清吉） 次に、議案第８号、「平成２７年度大仙市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）」及び議案第９号、「平成２７年度大仙市後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）」の２件は、給与改定及び人事異動に伴う職員人件費の補正で

関連がありますので、会議規則第９６条の規定により一括議題といたしますが、これに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 異議なしと認め、本２件を一括議題といたします。 

当局の説明を求めます。髙階市民部長。 

○市民部長（髙階仁） 議案第８号及び議案第９号についてご説明申し上げます。 

はじめに議案第８号、平成２７年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）についてご説明いたします。 

補正予算書の２３ページをお開き願います。 

今回の補正は、給与改定及び人事異動等に伴う職員人件費の補正でありまして、歳入

歳出それぞれ２９８万８千円を減額し、補正後の予算総額を１１２億８，９７６万１千

円とするものであります。 

内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたしますので、２８ページをお開

き願います。 

はじめに、歳入でありますが、９款繰入金、２項１目一般会計繰入金、２９８万８千

円の減額補正でありまして、歳出、人件費の減によるものであります。 

次の２９ページをお願いいたします。 
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歳出でございますけれども、１款、総務費、１項１目９事業、職員人件費、２９８万

８千円の減額補正であります。 

内容といたしましては、職員８名分の給料を１５０万８千円、職員手当等を８０万８

千円、共済費を６７万円、それぞれ減額するものであります。 

続きまして、議案第９号、大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

てご説明いたします。 

補正予算書の３３ページをお開き願います。 

今回の補正は、給与改定及び人事異動等に伴う職員人件費の補正でありまして、歳入

歳出それぞれ７６８万８千円を減額し、補正後の予算総額を８億４，５６０万円とする

ものであります。 

内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたしますので、３８ページをお開

き願います。 

はじめに、歳入でありますが、３款、繰入金、１項１目一般会計繰入金、７６８万８

千円の減額補正でありまして、歳出、人件費の減によるものであります。 

次の３９ページをお願いいたします。 

歳出でございますけれども、１款、総務費、１項１目９事業、職員人件費７６８万８

千円の減額補正であります。 

内容といたしましては、職員３名分の給料を２９８万５千円、職員手当等を２３８万

６千円、共済費を２３１万７千円、それぞれ減額するものであります。 

以上ご説明申しましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いいたしま

す。以上であります。 

失礼しました。議案第８号の方でありますけれども、２９ページの方、もう一度お願

いしたいと思います。 

（聞き取り不可能）職員８名分の給与のところでありますけれども、こちらを先ほど、

１５０万８千円と申し上げましたけれども、１５０万９千円であります。 

次の職員手当の方でありますけれども、こちらも８０万８千円と、私、お読みしたの

ですけれども、８０万９千円と訂正させていただきたいと思います。以上であります。 

○委員長（佐藤清吉） 説明が終了いたしました。 

これより質疑を行います。質疑のある方はお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（佐藤清吉） 無いようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） 討論なしと認めます。 

これより採決いたします。 

本２件は「原案のとおり可決」することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、本２件は、原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

【審査結果の報告】 

○委員長（佐藤清吉） 以上で、付託された事件の審査は全て終了いたしました。 

なお、本委員会の「審査報告書」及び「委員長報告」の案文につきましては、委員長

にご一任願いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（佐藤清吉） ご異議なしと認め、そのように決しました。 

 

【閉 会】 

○委員長（佐藤清吉） これをもちまして、総務民生常任委員会を閉会いたします。 

 

午前１１時００分 閉会 
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